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山形大学 2年 ◎(チームリー ダー)
附属小学校 ●●計4名
4年 ◎(チームリー ダー)○ ● ⑳ 計4名
5年 ◎(チームリー ダー)○ ● ○ 計4名.
山形大学 1年 ◎(チームリー ダー)
附属中学校 ◎ ● ● 計4孝I







実習科目名 内容 日数 実施年次
教職専門実習Ⅰ ○実習を通した研究テーマの検討 (課題把握) 附属学校 15日間 1年次
教職専門実習Ⅱ ○山村地域の学校での実習体験 連携協力校 5日間 1年次
○研究テーマに基づいた実践(∋ (課題追究) 連携協力校 15日間 1年次










6/29(局) 6/30(火) 7/1(衣) 7/2(木) 7/3(金)
行事 歯科検診 月45水345歯科検診等級員会議(遊戯創 附属学校連携委員I/～こギヽ3年実力テスト(i,)
集合8:00 ※朝の仕事内容については､指導教官からの指示を受ける.ユ
(例)あいさつと榛寮観藻､生活ノ-卜点検､綬兼主削碕
1l*オリエンテ-シヨン 教師の1日 致糾貸希 駄科指導 胤人格勧○実習上U)注意酸さ珂-=1蔀 主任兼務 授襲参観ワ 陵寒参観 0ゲル-プ協議一見
拭時 0アモ口計掛 教員室 一-12-1教室 3-a3-3教室 馴‡作F',0学習指導案件成
2校時 指導談話 教師の1日 儲人防勧 悔人活動 細入活軸
校長 投棄参観 10学習指導案作成0学習指導劉早成0グルー-j'協巌
｢学校教育の現状と裸頓｣ -2英語1-2教室 深料作成0学習指導索作成
3教科指導 教師の1日 指導芸経論 指導講話 指導談話
授藁参観2-22-2教室 主任兼務教員妥 教頭 主幹教諭 研究部長按時 ｢の磁務jr の役靴｢推堕の方策｣
4教科指導 教師の1日 数糾旨希 鰍人活動 教科指導授黄参観 授惹参観 1 授讃参観 0学習指導案梓拭授蒙参観
授 2-1 -4第語 2-4 2-1
時 2-1教室 1-4教室 2-4教峯 2-1教室
5校時 グル .ープ 協議(ij 紫務指導 鱒人訴勧 樋人括劾 グJt/-プ協議唱)○活動の情報交換 授章参観1-3道徳i-3教室 0学習指導寮作お宅O学習指琴索作成0授繋観索の報告綬襲実習説明
6校時/ 隣人統勅 / グル-プ協議砂レポ-卜作成(i)○学習指導案作成 0学習指導寮の検討鯵正索等の整理0第1題の反省･授襲実習グルー-プ協鼓
放課後の動産 グル-プ協議増.)0学習指導案の検討○鯵正寮等の整理





























































































































































































ユ1/16(月) ll/17(吹) ll/18 (衣) ll/19(木) ll/20 (金)
行 事等 一斉下校 6年バイキング給食 担任10卒研6-2担任代理
授 菓蘇 職員の皆様-挨拶6年児童との顔合わせ 6年お請の森参観 3年お請の森参観
1校時8:50八一9:35 担任外打ち合わせ参加 担当学年授業参加 この日以降は以下のように進める6･担当学糾心に参軌必要に応じてT.′r指導等を行う.鳩学年で自己謀矧こ関連す授業等がある腰給は参観もしく参札 ･授業参加
2校時9:40､10:25 6-1授業参加 担当学年授業参加 酌糞掛ボラ沖イア軸
3校蒔10:50～ll:35 6-2授業参加 バイキング給食参加 ･授業参加
4校時 6-3授業参加 バイキング給食 自己課題解決策 自己課腐解決策 自己課題解決策
ll:40～12:25 参加 企画立案 企画立案 企画立案
給食指導 バイキング給食 給食指導 給食指導 給食指導
6年 参加 6年 6年 6年
5校時 校長先生のご講話 教頭発生のご講話 教務主任先生のお話 研究主任先生のお話
13:50～▲ーl:35 (学校経営について) (学校管理について) (教育課鍵について) (学校研究について)
6校時14:40～5:25 児童会活動日.
放課 -#TB lS:00 学年主任会参観 3年提案授業研 教育支援委員会参観 次週の予定調盤
磯 学区内巡視 15:50- 事前研参観15:50- 15:30- 実習日護記入
縛年の尭鮎恥台地 実習日諌記入 三中学区ブロック精 実習日諌記入 職員打ち合わせ
実習日誌記入 神科校医研修会(養教参加参観)上記どちらか参観 (学年会参加) 16:30-

























































































































































































































































=‡ ==実習Ⅰ直前 -41" 実習Ⅰ直後 -tl-実習Ⅰ直後
1 2 3 4 5





果 :実習 Ⅰ前 [2.29]く実習Ⅱ後 [3.00]),項目7
｢教員の資質向上を図る校内研修のプログラムを
作成し,組織できる｣(F(2,12)-7.0,pく･01;多重
比較の結果 :実習Ⅰ前 [1.71]く実習 Ⅰ後 [2.43],




























































































































一十 実習r直前 - 中 一実習Ⅰ直後 - 随 一実習Ⅱ直後
1 2 3 4 5







































測上克義 ･佐藤博志 ･北神正行 ･熊谷慣之輔
(2009):『スクールリー ダーの原点一 学校組
織を活かす教師の力』,金子書房
千々布敏弥 (2005):『日本の教師再生戦略』,教育
出版
OECD(有本昌弘 監訳)(2009):｢スクールリー ダ
ーシップー 教師改革のための政策と実践上 明
石書店
【資料1】
学校力開発コースの現職教員院生を対象にした
到達指標
項目1:学校の本質的課題や現代学校改革等との関連で
,教員のあるべき目標を設定し,説明できる｡
項目2:社会人としての判断力と行動力を持ち,全体の
奉仕者としての高い倫理観を持つことができる｡
項目3:地域との関連における学校 ･学校教育の役割を
深く理解できる｡
項目4:学校を拠点とした地域の教育力を高める取組み
をすることができる｡
項目5:学校や学級の教育活動を進める上で想定される
危機状況を理解し,対応できる｡
項目6:学校を安全な環境として保つことができる｡
項目7:教員の資質向上を図る校内研修のプログラムを
作成し,組織できる｡
項目8:他の教員をリー ドする形で教育活動に取組み
教員の資質改善に資することができる｡
項目9:学校の実状や課題を理解し,適切な経営を行う
計画を立てることができる｡
項目10:細臓マネジメントに関する知識や知見を活用し
,学校の教育活動をリー ドできる｡
項目11:豊かなコミュニケーション能力を持ち,地域住
民や保護者との信頼関係を構築できる｡
項目12:教育実践者としての自己を反省的に捉え,学び
続ける姿勢を持つことができる｡
【資料2】
学習開発コースの学部卒院生を対象にした到達
指標
項目1:児童生徒の発達段階を踏まえながら,一人ひと
りを理解しようとできる｡
項目2:児童生徒を尊重し,子どもの多様な可能性に対
して,期待を持つことができる｡
項目3:児童生徒の個性を把握して,それぞれの発達を
引き出すような豊かな人間関係を考究できる｡
項目4:望ましい集団の実現をめざして,児童生徒の自
己実現を図るような指導ができる｡
項目5:お互いの信頼関係を構築するため,多くの場で
積極的に児童生徒と関わることができる｡
項目6:コミュニケーション能力を持ち,多様な個性を
踏まえ,児童生徒とコミュニケーションを図ることが
できる｡
項目7:相互に学び合い育ち合う関係を形成する学級経
営について理解できる｡
項目8:児童生徒の実態や学級の状況を適切に把握し経
営プランを考えることができる｡
項目9:担当学年についての見通しを持ち,適切な目標
を設定することができる｡
項目10:各学校の特色や児童生徒の学習状況を踏まえた
カリキュラムの開発と評価を行うことができる｡
項目11:教科等の内容に関わる専門的･体系的な知識を
有し,担当学年の内容にふさわしい教材を開発するこ
とができる｡
項目12:開発した教材を実践し,その評価をもとに改善
を行うことができる｡
項目13:確かな学力の保証のために,効果的な指導の方
法や形態の工夫ができる｡
項目14:指導方法や形態に関する知識を有し,それを踏
まえて適切に活用し実践することができる｡
項目15:児童生徒の学習状況や履歴について,適切に評
価を行うことができる｡
項目16:評価の結果をもとに,学習の改善のための工夫
を行うことができる｡
注)到達指標 (評価項目)は,本研究科がコー
スおよび学部卒 ･現職別に設定する ｢教員像
(教育目標)｣｢求められる資質能力｣から具
体化した到達目標である｡到達目標は実際の
学校現場での実施内容として記述している｡
実際の評価は,学修によって,到達目標の記
述した内容に係る資質能力が身に付いたか
を評価する｡
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